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海
軍
技
師　

猪
俣
昇

＊
目
次
で
は
「
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
海
軍
技
師
」

一
、
緒
言

　

茲こ
こ

に
「
海
軍
炭
鉱
に
於
け
る
安
全
運
動
と
其
の
実
績
に
就

て
」
と
演
題
を
掲
げ
ま
し
た
が
、
我
海
軍
で
経
営
し
て
居
る

炭
山
は
二
つ
で
、
一
つ
は
内
地
で
は
福
岡
市
の
近
郊
に
あ
る

有
煙
炭
山
で
、
他
は
朝
鮮
平
壌
に
あ
る
無
煙
炭
山
で
あ
り
ま

す
。
共
に
呉
鎮
守
府
管
下
海
軍
燃
料
廠
に
属
し
、
前
者
は
採

炭
部
、
後
者
は
平
壌
鉱
業
部
と
称
し
て
居
り
ま
す
。
本
日
茲

に
御
話
せ
ん
と
す
る
所い

わ
ゆ
る謂
海
軍
炭
鉱
な
る
も
の
は
、
前
者
即

ち
採
炭
部
を
指
し
た
も
の
で
、
世
間
で
俗
に
海
軍
炭
鉱
又
は

其
の
所
在
地
の
地
名
を
冠
し
て
新
原
海
軍
と
呼
ん
で
居
る
の

で
、
採
炭
部
と
云
ふ
よ
り
も
海
軍
炭
鉱
と
云
っ
た
方
が
ず
っ

と
世
間
的
に
通
り
が
よ
い
の
で
、
云
わ
ば
俗
名
を
掲
げ
た
訳

で
あ
り
ま
す
。

　

炭
鉱
と
し
て
は
産
額
、
設
備
、
其
の
他
の
点
に
於
て
、
他

に
多
く
の
優
秀
な
る
炭
山
あ
る
に
拘
ら
ず
、
安
全
運
動
に
関

し
比
較
的
早
く
よ
り
之
を
実
施
し
た
と
云
う
点
に
よ
り
、
県

当
局
よ
り
本
会
に
報
告
す
べ
く
御
推
薦
に
与あ

ず
か

っ
た
事
は
、
海

軍
炭
鉱
と
し
て
最
も
光
栄
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
菲ひ

さ
い才

の
私
が
、
よ
く
其
の
光
栄
に
酬
い
、
且
皆
様
の
御
期
待
に
副そ

う
御
話
が
出
来
る
か
否
か
、
頗す

こ
ぶ

る
不
安
を
感
じ
て
居
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。（
以
下
次
号
）

　

猪
俣
昇
と
言
っ
て
も
ど
ん
な
人
か
わ
か
る
人
は
少
な
い
で

し
ょ
う
。
私
も
そ
う
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
次
の
辞
令
を
見
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

『
海
軍
辞
令
公
報
（
部
内
限
）』
九
七
五
号
（
海
軍
大
臣
官
房
、

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日
発
行
）

○
昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日

　

猪
俣
昇　

任
海
軍
技
術
大
佐

　

海
軍
技
術
大
佐　

猪
俣
昇

　

補
第
四
海
軍
燃
料
廠
採
鉱
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

猪
俣
は
戦
争
中
に
「
技
術
大
佐
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
軍
大
佐
と
い
っ
て
も
、
戦
闘
に
従
事
す
る
の
で
は
な
く
、

技
術
者
と
し
て
の
役
割
と
い
う
わ
け
で
す
。
大
佐
は
陸
軍
な

ら
連
隊
長
ク
ラ
ス
。
二
千
人
近
い
部
下
を
指
揮
し
ま
す
。
同

　
　
　
　

外
国
出
張
員
ニ
関
ス
ル
件

　

           　
　

海
軍
技
師　

猪
俣
昇

右み
ぎ
は者

今
般
海
軍
軍
事
一
般
研
究
ノ
為
欧
米
各
国
へ
出
張
ヲ
命

セ
ラ
レ
左
記
予
定
ヲ
以
テ
主
ト
シ
テ
英
、
米
、
仏
、
独
、
伊

ノ
諸
国
ニ
出
張
可い

た
す

致べ
く

候
条
此
ノ
旨
当
該
国
政
府
へ
通つ

う

牒ち
よ
う

方か
た

可し
か
る

然べ
く

御
取と

り
は
か
ら
い計

相あ
い

成な
り

度た
し

右
申し

ん

進し
ん

ス

　
　
　
　
　
　

記

　
　

出
発
期
日　
　

九
月
中
旬

　
　

乗
船
名　
　
　

諏
訪
丸

　
　

出
張
期
間　
　

約
十
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

以
上
、
い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旅
費
は
一
万
一
〇
〇
〇

円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。「
帝
国
大
使
館
附
武
官
」
と
は

日
本
大
使
館
に
駐
在
す
る
日
本
の
陸
海
軍
軍
人
で
す
。

　

無
煙
炭
、
有
煙
炭
の
区
別
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
無
煙

炭
は
燃
や
し
た
時
に
煙
や
臭
い
が
少
な
い
石
炭
で
す
。
次
に

引
用
す
る
の
は
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
国
立
国
会

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

が
、
講
演
の
際
に
、
猪
俣
自
身
が
新
原
海
軍
炭
鉱
は
有
煙
炭

だ
と
語
っ
て
い
ま
す
。
現
代
か
な
づ
か
い
に
直
し
、
ル
ビ
を

付
し
て
い
ま
す
。
句
読
点
も
増
や
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

財
団
法
人
産
業
福
利
協
会
、
昭
和
八
年
五
月
二
十
五
日
発
行

『
工
場
安
全
の
叫
び
』（
昭
和
七
年
十
一
月　

全
国
産
業
安

全
大
会
報
告　

第
一
回
）

　

海
軍
炭
鉱
に
於
け
る
安
全
運
動
と
其
の
実
績
に
就
て

じ
日
、「
採
鉱
課
長
」
に
補
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ス
ト

は
大
佐
で
な
い
と
任
命
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
。
猪
俣
昇
の

軍
人
と
し
て
の
階
級
を
知
り
、
ラ
ン
ク
が
高
い
こ
と
に
驚
い

た
わ
け
で
す
。

　

猪
俣
の
名
は
新
原
公
園
の
「
新
原
採
炭
所
本
部
跡
」（
写

真
は
現
地
に
立
つ
文
化
財
紹
介
パ
ネ
ル
３
」）
の
記
念
碑
に
、

歴
代
「
業
務
課
長
」
昭
和
八
年
四
月
十
六
日
、
海
軍
技
師
と

し
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
発
足
よ
り
七
代
目
で
す
。

　

猪
俣
は
欧
米
に
出
張
し
て
技
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
は
昭
和
三
年
に
海
外
出
張
を
命
じ
ら

れ
た
際
の
辞
令
で
す
。
辞
令
は
海
軍
大
臣
直
々
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
名
前
の
読
み
（
カ
タ
カ
ナ
）
は
原
文
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

（
海
軍
大
臣
か
ら
猪
俣
昇
へ
）

　
　

昭
和
三
年
八
月
二
十
九
日　
　
　

大
臣

　
　
（
欧
米
各
国
出
張
）
海
軍
技
師　

猪
俣
昇

　
　
　
　

出
張
任
務
ニ
関
ス
ル
件

　

貴
官
、
欧
米
各
国
出
張
中
ハ
、
主
ト
シ
テ
英
、
米
二
国
ニ

在
リ
テ
、
燃
料
関
係
事
項
一
般
、
特
ニ
有
煙
炭
採
掘
技
術
、

坑
内
外
ニ
於
ケ
ル
運
搬
施
設
、
及
粗
悪
炭
ノ
有
利
ナ
ル
処
理

法
ニ
関
ス
ル
事
項
ノ
、
調
査
研
究
ニ
従
事
ス
ベ
シ

右
訓
令
ス

　

追
テ
、
出
張
期
間
ハ
約
十
ヶ
月
ト
シ
、
任
務
ノ
細
項
ニ
就

テ
ハ
、
海
軍
燃
料
廠
長
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
、
之こ

れ
がカ
遂
行
ニ
関
シ

テ
ハ
、
所
在
帝
国
大
使
館
附
武
官
ト
協
議
ス
ル
儀
ト
心
得
ベ

シ（
海
軍
次
官
か
ら
外
務
次
官
へ
）

　
　

昭
和
三
年
八
月
二
十
九
日　
　
　

次
官

　
　

外
務
次
官
宛

159
町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧  

豊
美

新
原
海
軍
炭
鉱
の
技
師
　
猪い

の

俣ま
た 

昇の
ぼ
る

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

文化財紹介パネル 歴代業務課長




